
神
奈
川
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
Ｂ
Ａ
・
４
や
Ｂ
Ａ
・

５
の
変
異
ウ
ィ
ル
ス
の
出
現
で
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
お
変
わ

り
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
参
加
者

を
限
定
し
て
、
神
奈
川
県
隊
友
会

規
則
第
２
５
条
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
昨
年
度
に
続
い
て
代
議
員

会
と
し
て
の
定
期
総
会
が
６
月
１

２
日
（
日
）
に
横
浜
市
内
の
労
働

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
、
県
央
支

部
か
ら
は
代
議
員
の
委
任
状
を
持

参
し
て
支
部
長
が
参
加
し
た
。
以

下
、
定
期
総
会
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
家
黙
唱
に
続
い
て
ご
逝
去
さ

れ
た
会
員
へ
の
黙
祷
後
、
松
岡
会

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
神
奈
川
県
隊

友
会
会
員
の
令
和
３
年
度
末
現
在

の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。
令
和
２
年
度
に
比
し
て
正
会

員
で
１
２
０
名
減
、
特
別
会
員
で

１
３
名
減
と
な
り
、
合
計
で
１
３

３
名
減
の
３
，
６
９
３
名
と
な
っ

た
。
終
身
会
員
の
ご
逝
去
数
と
新

規
の
入
会
者
数
が
均
衡
し
、
暫
く

は
こ
の
状
態
が
続
く
も
の
と
み
ら

れ
る
。
県
央
支
部
は
１
０
名
減
の

４
１
６
名
で
あ
り
、
会
員
数
は
横

須
賀
支
部
の
１
，
５
５
４
名
、
横

浜
南
支
部
の
５
２
４
名
に
次
い
で

３
番
目
で
あ
っ
た
。

総
会
に
は
第
１
号
議
案
～
第
３

号
議
案
が
提
議
さ
れ
、
報
告
事
項

と
し
て
「
令
和
４
年
度
県
相
談
役
・

顧
問
」
及
び
「
令
和
４
年
度
地
域

代
表
世
話
人
」
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
。第

１
号
議
案
「
令
和
３
年
度
事

業
報
告
（
案
）
」
及
び
「
令
和
３

年
度
決
算
報
告
（
案
）
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
事
業
の
中
止
又
は
縮

小
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
た
め

決
算
で
も
期
末
残
高
が
約
６
万
円

の
減
額
に
な
っ
た
。
続
い
て
「
令

和
３
年
度
会
計
・
業
務
監
査
報
告
」

が
監
事
役
か
ら
「
県
全
体
の
期
末

残
高
が
約
６
万
円
の
減
額
で
あ
っ

た
が
、
県
本
部
自
体
の
財
政
状
況

は
危
機
的
状
況
で
あ
る
」
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

第
２
号
議
案
「
令
和
４
年
度
事

業
計
画
（
案
）
」
及
び
「
令
和
４

年
度
予
算
（
案
）
」
は
、
会
務
運

営
上
の
方
針
と
し
て
は
従
前
と
変

わ
り
が
な
い
も
の
の
、
「
活
動
に

当
た
っ
て
は
、
長
期
化
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

考
慮
し
て
、
社
会
的
距
離
の
確
保

な
ど
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

を
避
け
会
員
・
自
衛
隊
員
等
の
感

染
防
止
に
努
め
る
。
」
と
さ
れ
た
。

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
減

少
や
行
事
の
縮
小
等
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
「
令
和
４
年
度
理

事
役
・
監
事
役
（
案
）
」
及
び

「
令
和
４
年
度
代
議
員
（
案
）
」

に
つ
い
て
は
、
県
央
支
部
関
係
で

は
川
口
明
良
代
議
員
か
ら
平
井
功

代
議
員
へ
と
変
更
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
参
考
事
項
と
し
て

「
令
和
４
年
度
相
談
役
・
顧
問
」

及
び
「
令
和
４
年
度
地
域
代
表
世

話
人
」
並
び
に
「
顕
彰
者
の
紹
介
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
県
央

支
部
関
係
者
で
は
、
渡
部
泰
氏
が

県
相
談
役
に
、
堀
江
則
之
氏
が
地

域
代
表
世
話
人
に
委
嘱
さ
れ
た
。

以
上
が
概
要
で
あ
り
、
細
部
は

現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
の
神
奈
川

県
隊
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
参
考
に

さ
れ
た
い
。
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
t
t
p
:
/
/
p
a
r
t
0
5
9
.
o
o
p
s
.
j
p
/
3
5
8

7
0
_
t
a
i
y
u
/

）

例
年
、
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
に

併
せ
て
実
施
し
て
い
る
３
団
体

（
厚
木
管
内
募
集
相
談
員
会
・
厚

木
管
内
家
族
会
・
隊
友
会
県
央
支

部
）
合
同
の
厚
木
募
集
案
内
所
所

員
の
激
励
会
を
兼
ね
た
納
涼
懇
親

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
状
況
が
完
全
に
落
ち
着
き
を

見
せ
な
い
状
況
、
及
び
防
衛
大
臣

の
通
達
（
飲
酒
を
伴
う
４
名
以
上

の
宴
会
を
厳
に
慎
む
こ
と
）
に
伴
っ

て
現
役
自
衛
官
の
出
席
困
難
等
の

状
況
か
ら
、
３
団
体
協
議
の
上
中

止
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
も

多
数
お
ら
れ
る
と
拝
察
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
来
年
こ
そ
は
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
２
６
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
が
７
月
１
０
日
（
日
）
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

貴
方
の
一
票
は
、
大
変
貴
重
で

す
。
投
票
に
出
か
け
、
我
が
国
の

平
和
と
安
全
に
寄
与
で
き
る
議
員

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
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令
和
４
年
度

県
定
期
総
会
が
開
催

感
染
防
止
の
た
め
、
参
加
者
限
定

納
涼
懇
親
会
中
止

参
議
院
議
員
選
挙

投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う



１
１
月
２
２
日
（
木
）
歩
き
遍
路

３
日
目
（
累
計
３
９
日
目
）
歩
行

距
離
：
１
６
．
８
キ
ロ

明
け
方
激
し
い
雨
が
屋
根
を
叩

く
音
で
眼
が
覚
め
た
が
、
７
時
過

ぎ
に
は
小
雨
に
な
っ
た
。

７
時
に
食
堂
で
朝
食
を
と
っ
た
、

こ
の
旅
館
は
同
じ
経
営
の
隣
の
料

理
屋
が
食
事
を
提
供
し
て
お
り
美

味
し
く
頂
い
た
。

８
時
過
ぎ
に
雨
衣
を
付
け
て
宿

を
出
発
、
４
．
５
キ
ロ
先
の
７
０

番
札
所
本
山
寺
を
目
指
し
た
。
途

中
か
ら
雨
も
上
が
り
、
９
時
過
ぎ

に
山
門
に
到
着
し
た
。
山
門
か
ら

立
派
な
五
重
の
塔
が
見
え
た
。
こ

の
塔
は
１
９
０
１
年
に
建
立
さ
れ
、

最
近
損
傷
が
激
し
い
た
め
、
現
在

平
成
の
大
改
修
が
実
施
さ
れ
て
い

た
。７

０
番
札
所
「
本
山
寺
」
山
門

参
拝
後
、
寺
を
出
発
し
よ
う
と

し
た
時
、
昨
日
も
観
音
寺
で
出
会
っ

た
外
国
人
青
年
と
遭
遇
し
た
。
少

し
話
し
を
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
遍
路
旅
に
来
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

次
の
７
１
番
札
所
弥
谷
寺
ま
で

は
、
約
１
２
キ
ロ
、
今
夜
は
当
地

に
住
ん
で
い
る
防
大
同
期
の
三
宅

君
と
再
会
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
ゆ
っ

く
り
歩
い
た
。
讃
岐
路
は
た
め
池

が
多
く
、
遍
路
道
も
た
め
池
沿
の

道
が
多
い
。
国
道
１
１
号
線
に
沿
っ

て
遍
路
道
が
続
き
、
所
々
国
道
を

歩
い
た
。
１
２
時
過
ぎ
に
国
道
沿

い
の
お
遍
路
休
憩
所
に
立
ち
寄
っ

た
と
こ
ろ
先
客
が
い
て
、
私
が
入

る
と
ベ
ン
チ
を
片
付
け
て
席
を
作
っ

て
く
れ
た
。
し
ば
ら
く
話
し
を
し

た
と
こ
ろ
、
彼
は
元
海
自
隊
員
で

あ
り
、
若
い
頃
、
護
衛
艦
「
む
ら

さ
め
」
に
乗
っ
て
い
た
が
、
親
の

面
倒
を
見
る
た
め
に
５
年
で
退
職

し
た
そ
う
で
あ
る
。
７
０
歳
に
な

る
現
在
、
罪
滅
ぼ
し
の
為
に
歩
き

遍
路
を
続
け
、
２
０
０
回
近
く
回
っ

て
い
る
ら
し
い
が
、
詳
し
い
事
情

は
聞
か
な
か
っ
た
。
お
金
が
続
か

な
い
た
め
、
お
接
待
や
時
に
は
托

鉢
を
し
な
が
ら
遍
路
を
続
け
て
い

る
と
の
こ
と
。
別
れ
際
に
少
額
の

お
接
待
を
し
た
。
私
が
出
発
し
た

後
、
何
度
も
大
き
な
声
で
、
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お

礼
を
言
っ
て
い
た
。

元
海
自
隊
員
の
遍
路

再
び
遍
路
道
に
入
り
歩
い
て
い

る
と
、
後
ろ
か
ら
大
き
な
足
音
が

聞
こ
え
、
中
年
の
男
性
遍
路
が
追

い
越
し
て
い
く
の
で
、
「
こ
ん
に

ち
は
、
速
い
で
す
ね
」
と
声
を
か

け
た
が
「
え
え
ま
あ
」
と
の
つ
れ

な
い
返
事
を
残
し
て
過
ぎ
去
っ
た
。

こ
れ
も
一
期
一
会
か
と
思
い
な
が

ら
歩
い
た
。

１
時
半
過
ぎ
に
、
弥
谷
寺
近
く

の
「
い
や
だ
に
温
泉
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
み
の
」
に
到
着
、
フ
ロ
ン
ト
に

荷
物
を
預
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

既
に
部
屋
の
掃
除
が
終
わ
っ
て
お

り
、
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
部
屋
に
荷

物
を
置
き
、
軽
装
で
弥
谷
寺
に
向

か
っ
た
。

弥
谷
寺
の
大
師
堂
は
４
０
０
段

目
、
本
堂
は
５
６
０
段
目
の
階
段

の
上
に
あ
る
た
め
、
フ
ー
フ
ー
言

い
な
が
ら
階
段
を
上
っ
た
。
大
師

堂
の
奥
に
は
弘
法
大
師
が
勉
強
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
岩
屋
が
あ
り
、

そ
こ
に
も
参
拝
し
た
。
こ
の
寺
で

県央ニュース（１1３号） 令和４年７月１日発行

- 2 -

四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場

遍

路

旅

日

記

旅
人

松
岡
貞
義



も
先
の
フ
ラ
ン
ス
人
青
年
に
出
会

い
、
記
念
撮
影
を
し
て
別
れ
た
。

宿
に
帰
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に

入
り
疲
れ
を
癒
し
た
。

弥
谷
寺
へ
の
長
い
階
段

７
１
番
札
所
「
弥
谷
寺
」
本
堂

岩
屋
の
勉
強
部
屋

フ
ラ
ン
ス
人
青
年
と

夕
刻
、
三
宅
夫
妻
の
迎
え
の
車

に
乗
り
、
市
内
の
料
理
屋
に
案
内

さ
れ
、
美
味
し
い
料
理
を
頂
き
な

が
ら
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
い
た
。

更
に
次
の
店
に
も
案
内
さ
れ
た
が
、

さ
す
が
に
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

１
０
時
前
に
宿
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ

て
別
れ
た
。
同
期
は
有
り
難
い
も

の
で
あ
る
。

「
い
や
だ
に
温
泉
み
の
」

同
期
の
三
宅
夫
妻
と
の
歓
談

（
以
下
次
回
）

一

は
じ
め
に

陸
上
自
衛
隊
が
初
め
て
在
日
米

陸
軍
と
共
同
使
用
を
始
め
た
座
間

キ
ャ
ン
プ
に
、
自
衛
隊
の
部
隊
が

移
駐
し
て
か
ら
五
十
年
以
上
が
過

ぎ
た
。

現
在
は
座
間
駐
屯
地
と
し
て
、

米
陸
軍
と
は
勿
論
の
こ
と
、
駐
屯

地
周
辺
自
治
体
や
住
民
か
ら
信
頼

さ
れ
て
お
り
、
分
屯
地
と
し
て
開

設
さ
れ
た
頃
を
思
う
と
は
る
か
に

そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
が
、

座
間
キ
ャ
ン
プ
に
初
め
て
陸
上
自

衛
隊
の
分
屯
地
を
開
設
し
た
頃
は
、

自
衛
隊
の
移
駐
に
反
対
す
る
自
治

体
や
住
民
も
多
く
色
々
な
問
題
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
経
験
し
た
一
人

と
し
て
、
開
設
し
た
頃
の
出
来
事

や
思
い
出
を
紹
介
し
た
い
。

二

移
駐
の
当
日

我
々
移
駐
部
隊
が
米
陸
軍
座
間

キ
ャ
ン
プ
の
正
門
に
近
づ
く
と
、

そ
の
周
辺
に
「
自
衛
隊
移
駐
反
対
」

と
大
き
く
書
い
た
沢
山
の
赤
旗
を

振
り
か
ざ
し
て
叫
ぶ
約
二
百
名
の

集
団
が
目
に
入
っ
た
。
事
前
教
育

で
、
移
駐
に
つ
い
て
反
対
者
が
い

る
と
い
う
こ
と
は
予
測
し
て
は
い

た
が
、
実
際
に
目
の
前
で
見
る
と

緊
張
し
た
。

正
門
付
近
に
待
機
し
て
い
た
警

察
隊
と
米
軍
Ｍ
Ｐ
の
警
備
に
よ
り
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
移
駐
部

隊
の
本
隊
は
正
門
を
通
過
し
て
キ
ャ

ン
プ
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

沢
山
の
反
対
集
団
の
中
に
混
じ
っ

て
、
日
の
丸
を
振
り
な
が
ら
「
移

駐
歓
迎
」
の
紙
を
広
げ
て
い
る
数

名
を
見
つ
け
た
。
目
立
た
な
か
っ

た
が
年
齢
か
ら
先
輩
ら
し
か
っ
た
。

大
勢
の
反
対
集
団
の
中
で
勇
気
が

あ
る
な
、
と
思
い
な
が
ら
も
我
々

に
は
嬉
し
か
っ
た
。

昭
和
４
６
年
１
０
月
１
５
日
朝

７
時
頃
、
移
駐
部
隊
の
第
１
０
２

建
設
大
隊
（
大
隊
長

中
島
常
一

２
佐
）
（
現
在
の
第
４
施
設
群
の

元
の
部
隊
）
の
本
隊
は
座
間
キ
ャ

ン
プ
に
入
っ
た
。
こ
こ
に
陸
上
自

衛
隊
に
と
っ
て
初
め
て
米
陸
軍
と

の
共
同
使
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

毎
週
の
よ
う
に
周
辺
道
路
で
繰

り
返
さ
れ
る
デ
モ
や
朝
霞
事
件

（
移
駐
す
る
直
前
の
昭
和
４
６
年

８
月
２
１
日
に
発
生
し
た
、
現
職

自
衛
官
が
絡
む
新
左
翼
の
青
年
に

よ
る
、
夜
間
勤
務
中
の
警
衛
隊
員

が
殺
害
さ
れ
た
事
件
）
の
後
、
警

備
強
化
で
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
た
朝

霞
駐
屯
地
と
異
な
り
座
間
キ
ャ
ン

プ
の
中
は
落
ち
着
い
て
お
り
、
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
た
芝
生
の
緑
や

き
れ
い
に
塗
装
さ
れ
て
い
る
建
物

を
目
に
し
て
、
気
持
ち
が
落
ち
着

い
た
。

我
々
移
駐
部
隊
は
朝
霞
駐
屯
地

所
在
部
隊
全
員
の
見
送
り
を
受
け

て
、
そ
の
日
の
朝
４
時
ま
だ
暗
い

中
朝
霞
駐
屯
地
を
出
発
し
た
。
川

越
街
道
か
ら
都
内
環
状
七
号
線

（
環
状
八
号
線
は
ま
だ
出
来
て
い

な
か
っ
た
。
）
Ｒ
２
４
６
を
利
用

し
、
用
賀
か
ら
当
時
は
普
段
は
利

用
で
き
な
い
高
速
道
路
・
東
名
自

動
車
道
に
進
入
し
た
。
厚
木
イ
ン

タ
ー
で
東
名
自
動
車
道
を
降
り
座

間
市
内
に
向
か
っ
た
。

ブ
ル
ド
ー
ザ
や
ク
レ
ー
ン
車
な

ど
の
重
車
両
は
、
道
路
使
用
の
関

係
で
前
夜
に
朝
霞
駐
屯
地
を
出
発

し
、
一
般
道
路
を
利
用
し
て
当
日

の
早
朝
暗
い
時
間
に
す
で
に
座
間

キ
ャ
ン
プ
に
入
っ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
に
移
駐
準
備
の
た
め

何
度
か
座
間
キ
ャ
ン
プ
に
来
て
、

隊
舎
の
周
辺
や
中
の
様
子
は
承
知

し
て
い
る
隊
員
が
い
た
の
で
、
計

画
に
従
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
木
造
２

階
建
て
の
隊
舎
２
棟
の
そ
れ
ぞ
れ

決
め
ら
れ
た
部
屋
に
、
最
後
の
物

品
の
武
器
や
書
類
棚
、
机
等
を
運

び
込
み
初
日
の
移
駐
の
行
動
は
一

段
落
し
た
。

食
堂
や
風
呂
も
移
駐
後
に
初
め

て
す
べ
て
の
準
備
を
始
め
る
た
め
、

温
食
や
入
浴
は
翌
日
の
朝
か
ら
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
関
係
者
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
、
簡
単
で
は
あ
っ

た
が
夕
食
か
ら
温
食
喫
食
に
な
っ

た
。
朝
食
昼
食
と
も
缶
詰
食
だ
っ

た
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
。
夜
簡

単
な
が
ら
風
呂
に
も
入
る
こ
と
も

で
き
、
早
朝
か
ら
の
一
日
の
行
動

が
や
っ
と
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
（
以
下
次
回
）
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編
集
後
記

△

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

軍
事
侵
攻
し
て
か
ら
四
カ
月
が

経
過
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
マ

ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
、
そ
の
状

況
を
全
世
界
が
注
視
し
て
い
る
。

一
方
で
中
国
の
動
向
に
も
視
線

が
注
が
れ
て
い
る
。
一
党
独
裁

国
家
の
動
向
は
世
界
情
勢
や
地

域
情
勢
へ
の
影
響
が
大
で
あ
り
、

油
断
が
出
来
な
い
。

△

神
奈
川
県
内
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
派
生
型

「
Ｂ
Ａ
・
４
や
Ｂ
Ａ
・
５
」
の

動
向
が
気
に
な
る
処
で
あ
る
。

油
断
す
る
こ
と
な
く
感
染
防
止

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

△

韓
国
大
統
領
に
保
守
派
の

尹
錫
悦
（
ユ
ン
・
ソ
ギ
ョ
ル
）

氏
が
当
選
し
た
が
、
そ
の
外
交

姿
勢
が
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

冷
え
切
っ
た
日
韓
関
係
が
ど
の

よ
う
な
方
向
に
進
む
の
か
が
気

に
な
る
処
で
あ
る
。

編
集
子


